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情報モラル教育の指導のポイントと 

「ひょうご GIGA ワークブック」の活用について 

 

静岡大学教育学部  

准教授 塩田真吾 

 

■ GIGA スクール構想で「端末」は 1 人 1 台揃ったけど… 

 

「情報活用能力」 

学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整

理・比較したり、得られた情報をわかりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有したりと

いったことができる力であり、さらに、このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の基

本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ、統計等に関する資質・

能力等も含むものである。 

 

 

情報活用能力のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ICT を使えば，「情報活用能力」は育つのか？ 
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■学習指導要領（総則）では 

 児童生徒の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情報モラルを含む。）等の 

学習の基盤となる資質・能力を育成するため，各教科等の特性を生かし，教科等横断的な 

 視点から教育課程の編成を図るものとすることを明記。 

 

情報を上手に活用する力 ＋  情報のリスクに対応する力 

 

■ポイント① ICT の活用場面で「情報の活用スキル」を指導する 

 

「GIGA ワークブック」の活用 

✓ 「情報活用」と「情報モラル」をセットで学ぶ 

   ✓  45 分でも 15 分でも実施でき，学級で議論できる 

        ✓ ビギナー／スタンダード／アドバンスドの３種類 

 

調べる／活用スキル（ビギナー版） 
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写真を撮る／活用スキル（スタンダード版） 

 

 

考える／活用スキル（スタンダード版） 
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調べる／活用スキル（アドバンスド版） 

 

 

考える／活用スキル（アドバンスド版） 

 



5 

■心配なトラブル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■これまでの情報モラル教育では，リスクに対応する力を育てていたのか？ 

 

リスク・・・ 発生の確率 ×  影響（被害）の大きさ 

 

  

 

 

 

 

 

※ これまでの情報モラル教育で取り組んでいたのは？ 

 

 

※ これからの情報モラル教育で取り組むべきなのは？ 
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■ポイント② 様々なトラブルへの自覚を促す 

 

トラブルへの「自覚」を促し，「自分ごと」として考えさせる 

 

   ⇒何が「悪口」なのか，何が「不適切な写真」なのかについて，カード教材でズレを議論させる。 

   ⇒「自分の嫌なことと相手の嫌なことは同じだろう」と思い込んでいると，トラブルが起きやすい。 

⇒「もしかしたら自分もやっちゃってるかも…」という自覚を促す。 

 

 

◎実践事例：「自分と相手とのちがい」（カード分類比較法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ このふたりには，どのようなトラブルが起きる可能性があるだろうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「自分がされてイヤなことは，相手にもしない」は適切か？ 
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◎実践事例：「飲食店での迷惑行為を考えよう」（場面強制想像法） 
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静岡県警 × 塩田研究室 「自画撮りトラブルから身を守ろう」 

 

    多くの子どもたちが，「自画撮りなんて送らない」と思っているので… 
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■ポイント③ リスクをグラデーションで考えさせる 

 

リスクの見積もり力（危機予測） を高める 

 

    ⇒ １か０かの発想ではなく，リスクのグラデーション発想 

「どのような特徴があったら，危険と判断すればよいか」という危険を予測する力を育む 

 

◎実践事例：「どこまで教えてよいのかな？」「どこまで公開してよいのかな？」 
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◎実践事例：「どこまで OK？」 

     
 ①家族に 

LINE 

で話す 

②親友に 

LINE で 

話す 

③友達の 

グループ

LINE で話す 

④鍵つき 

X（Twitter） 

で話す 

⑤鍵なし 

X（Twitter） 

で話す 

A：新発売のジュースを飲んで 

 「このジュース，おいしい！」 

  と思った 

     

B： カフェのランチを食べて 

 「このお店，マズすぎる…」 

  と思った 

       

C：「ブサイク芸人大集合」という番組 

を見て「あの人，学校の先生に 

似てるな」と思った  

       

D：たくさん食べる女子を見て， 

「女性なのにすごいな」と思った 
 

     

E：物腰が柔らかい男子を見て， 

 「少しオネエっぽいな」と思った 
 

     

〇 … 大丈夫 △ … 悩む × … 不適切 

 

※ 日常から「リスクを見積もる力」を意識させる 
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■ポイント④ タイムマネジメントと余暇 

タイムマネジメントの力を育てて，余暇を充実させる 

 

     他律……自分の意志ではなく，他人の命令などによって行動する 

自律……常に，自分の意思で判断しながら，行動する 

        ⇒ いつまでも 「他律」 （怒られたからルールを守る） だけでよいのか？ 

将来のことを考えて，「自律」の力をどのように高めていくか 

 

 

   ※「使いすぎ」ってどのくらい？ 

 

 

 

◎実践事例：「使いすぎていないかな」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ゲーム・ネットの時間だけでなく，24 時間の「時間の使い方」を記録して見直す 
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自律を促す「タイムマネジメント」の基礎 

 

 ① やることを書き出す 

    ⇒頭の中にあるやるべきこと，やりたいことを紙に書きだす。 

    （例えば，宿題，お手伝い，学校の準備，ゲーム・・・） 

 

 ②「時間」を予想する 

  ⇒どのくらいの時間でできるのか，予想してみる。 

    （例えば，宿題 60 分，お手伝い 30 分，学校の準備 30 分…） 

 

 ③ やる順番を考える 

  ⇒どういう順番で取り組むか，考える。 

    （例えば，宿題をまずやる，学校の準備を今日の内に…） 
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【重要な視点①】使いすぎてしまうのは，「楽しい」からだけなのか？ 

 

家で使う／トラブル対応（アドバンスド版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重要な視点②】「やることリスト」だけでよいのか？ 

 

  ・高校生の余暇の過ごし方は… 

 

 

 ・もし，自由に 24 時間を過ごせるとしたら…？ 
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■ポイント⑤ 情報モラルの時間の確保 

「これまでの情報モラル教育」＋「ICT の活用場面」 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「GIGA ワークブック 活用サイト」 

✓  やりたいことから「逆引き」で検索できる 

✓  年間指導計画を簡単に作成できる 

   ✓  ポイントを紹介する動画資料も準備 

 

 ※ 年間指導計画例（1 つの学年ですべて実施するのではなく，学校全体で実施するための参考資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


